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1．はじめに
　1994年3月22日から3週間，研修のため小樽商科大学を訪れたアカデミー・メルキュールの学
生を対象に日本語の授業を行なった。1993年に続き2回目となった今回，授業で取りあげた学習
項目はほほ伺じであるが，よりわかりやすく，よりコミュニケーションに重点を置いた授業を目
指し改めた部分も多い。短期滞在者向け日本語教育の試みの一例として以下に述べてみたい。
2．授業の概要
（1）期間
　1994年3月22日から4月8日までの3週間に渡り，1コマ50分の授業を14回行なった。時間
帯は午前9時から9時50分までで，原則として1日1コマ。
（2）対象
　アカデミー・メルキュール〈フランスのモンペリエにあるビジネス・スクール）の学生16名で
1クラスを構成。卒業年次の研修の一環として日本を訪れ，小樽商科大学で経済，商学，法学な
どの講義や企業人による講演を聴くほか，企業見学もカリキュラムに組まれ，日本語の授業もそ
の一部として扱われる。
（3＞日本語の学習歴
　アカデミー・メルキュールにおいて週2時間程度1～3年学習した学生が多かったが，1人だ
け学習経験のない学生がいた。初回のアンケートと聞き取りテストの結果から判断すると，クラ
スの中で大きな能力の差はないといってよく，概ね初心者と書える。
働　目標
　基本的な文型を使った質問文とそれに対する答え方程度の，ごく簡単な日本語を話したり，聞
いたりすることができる。既習事項で，これからの予定や昨日したことなどの自分の行動が言え
る。
（5）教授法
　日本語で日本語を教える方法，直接法による。短期滞在ということから四つの雷語技能のうち，
「話す」，「聞く」の技能を伸ばすための授業とし，「読む」，「書く」の二技能に関しては指導しな
い。「話す」技能という面では，学習者の発話時間をできるだけ多くとることに最も重きを置く。
また「聞く」技能という面で，直接法で教えることは指示も日本語で与えることになり，少しで
も日本語に耳を慣れさせるという点で有効と思われる。初級に関しては媒介語を用いなくても，
図などを多用し提出順を工夫すれば理解に支障はない。
　学習項圏の中心は文型であり，文型を易しいものから難しいものへと配列する文型積み上げ式
の形態をとる。授業では文型とその変化，語彙を学習するが，文法に関する説明は行なわず，英
語の文法解説書のコピーを各課ごとに配布し，あとで参照できるようにした。
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（6）教材
　各課の学習項目を盛り込んだ短い会話をテキストとし11等分作成した。噺日本語の基礎1』
（スリーエーネットワーク）を元にしたが，学習項目をできるだけ取り入れること，自然な言い回
しと語彙に身近なものを選ぶことに配慮し書きかえた。テキストに関連して噺冒本語の基礎鞠
の文法解説書英語版と語彙リストを各回配布した。そのほか絵教材，実物，語句を書いたカード
などを用意した。テキストの文体は丁寧体（です／ます体）とした。
3．授業の内容について
（1＞改めた点
　大きく改めた点は以下の6点である。
a．聞き取りテストの実施
　テストの目的は授業全体の位置づけが正しいかどうかを見きわめることにあり，結果によって
は授業内容の変更も考えなければならない。事前に学習者についての情報がないのでさらに必要
性が高い。前回時間の都合で予定していた聞き取りテストを行なえなかったことは最も大きな反
省点であった。
　問題は授業の範囲から8題　どれも基本的な質問で日本滞在中に耳にしそうなものを選んだ。
聞き取りテストにした理由は，授業では「話す」，「聞く」の技能を指導することから，どの程度
日本語が聞き取れるかを測るためと，同時に文法事項をどの程度理解しているかも測ることがで
きるからである。
　今回コースの第1回に行なったテストと全く同じものを最終回にも実施したことで，授業内容
がどれだけ定着したかをみることができた。また学習者にはどのくらい日本語が聞き取れるよう
になったか自分達の進歩を実感してもらうことにもなった。初回と違い質問が理解できることに
学習者自身も驚いていた。
b．テキストの作成および学習項目の再検討
　上述したように第1課から第11課まで各課の学習項目を短い会話体で表したもので，『新日本
語の基礎1毒の会話を参考にしながら，できるだけ自然な日本語で，しかも学習者が滞在中に実
際出会う場面を考慮して作成した。昨年はテキストがなく，学習したことを実際の会話の形で使
用する日常生活の場面提示ができなかった。また，学習項目も各授業の時間内に口頭および板書
で提示するしかなく，課の終わりのまとめとなる確認作業がしずらかった。テキストを作ること
で各課の学習項目が確認しやすくなり，学習項目の応用（使用場面の具体的な例）を示すことが
できるようになった。
　表記に関しては，平仮名のわからない学生が5名いたので，全員が読めるようにローマ字で作
成した。読むために労力を費やすより，その分を話すことや聞くことにあててほしいと考えたか
らである。
　前回は1課で取りあげる学習項目がかなり多かったため，文型の定着，語彙の拡大が精一杯で，
実際のコミュニケーションにどう生かせるかを示すことまで手がまわらなかった。そこで今回学
習項目に関しては見直しをし，コミュニケーションに必要とされる項目に絞りこんだ。
c．プリントをA4判に統一
　授業で使用するプリント類の大きさが違うことは，学習者教授者双方にとって保存の面で不便
だった。大きさをA4判に統一し，テキスト，文法，宿題，参照の4つにプリントを分類し通し
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番号をうったことは，保存の面と授業中に示すときに役だった。
d．語彙リスト・語句カードの作成・利用
　語彙は短時間の授業では提出できる数に限度があるので，各課に関連のある語彙を文型と共に
プリントにした。学習者も板書を書き写すのに気を取られることなく授業を受けられ，好きなと
きに取り出して見ることができるという利点もある。また表記に関してはテキストと同様にロー
マ字で作成し，場所などの語彙リストには，学習者が漢字表記を目にする機会もあるので，漢字
を併記した。
　語句カードというのは名詞，助詞，動詞，形容詞，副詞をローマ字で書いたカードで，マグネッ
トを付け黒板にも貼ることができるようにし，板書代わりに役立てた。長所は，板書に時間をと
られずその分有効に使える，またチョークの文字より見やすい，位置を簡単に変えることができ
る，課にまたがって何度も使える，などがある。カードと板書を併用すれば，動詞の語幹と語尾
の規則性を視覚的に表すこともできる。
e．宿題のコピーを保管
　昨年は学習者から提出された宿題の控えをとらなかったため，後々の参考資料にならなかった。
それを反省し今回は宿題をコピーし保存することにした。授業の反省，各学習者の弱点，また進
歩を見るのに適した資料となった。
f．スピーチ
　最後の授業は日本語の授業としてはその日2回目となり，また研修全体の最後の時間でもあっ
たので，従来の授業の形態を変え学習者によるスピーチを企画した。スピーチは学習者にとって，
ある程度の長さを持った日本語を話す機会であり，今まで学習した項目でどのくらいのことが表
現可能か自覚することができる総復習の意味合いもある。教授者にとっては，学習者にどの程度
学習項目が理解され，定着しているかがわかり，教授方法全般に対する自らへの評価ともなる。
（2）各課の基本文型と学習項目
第1課「わたしは佐藤です。」
　自己紹介。「あいさつ」と「教室のことば」を導入。プリントと説明。聞き取りテストとアンケー
　トの実施。
第2課「これは辞書です。」
　「これ・それ・あれ」の導入。物の名前の語彙。所有を表す文「これはわたしの本です。」，「こ
　のペンは田中さんのです。」の練習。名詞文の過去形「きのうは火曜日でした。」の導入。
第3課「ここは小樽です。」
　「ここ・そこ・あそこ」の導入。場所の名前の語彙。場所を尋ねる疑問文，値段を尋ねる疑問文
　の練習。
第4課ヂ佐藤さんは6時に起きます。」
　自動詞の「ます形」の導入。「起きます，寝ます，働きます，休みます，勉強します」など。時
　間，時を表す表現。「ます形」の過去の形「一ました」。助詞ヂに，から，まで」を用いて動詞
　の表現を広げる。
第5課「佐藤さんは郵便局へ行きます。」
　自動詞の「ます形」の拡大。「行きます，来ます，帰ります」。「いつ」，「どこへ」，「なんで」，
　「だれと」。交通の手段を表す「で」。連れを表す「と」。
第6課ヂ佐藤さんはタバコを吸います。」
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　他動詞の「ます形」の導入。喰べます，見ます，書きます，聞きます，読みます」など。「な
　にを」，「どこで」。動作が行われる場所を表す「で」。並立を表す「と」。勧誘の表現「いっしょ
　に昼ごはんを食べませんか。」。
第7課「佐藤さんは田中さんにプレゼントをあげます。」
　他動詞の語彙を増やす。授受動詞じあげます，もらいます，貸します，借ります」など。「なん
　で」。道具を表す「で」。
第8課「今日は寒いです。」
　形容詞の導入。叙述用法と修飾用法。疑問詞「どんな，どう」。
第9課「わたしはテニスが好きです」／「わたしは日本語が少しわかります」
　形容詞の拡大。助詞「が」をとる表現「好きです，上手です，わかります」。程度副詞と組み合
　わせて文を拡大。
第10課「教室に田中さんがいます。」／「辞書は机の上にあります。」
　存在文，所在文の導入。「あります，います」。「上，下，右，左，となり」など。
第11課「わたしはくつが欲しいです。」／「わたしはスキーをしたいです。」
　願望を表す。派生させて「一が欲しいんですが」，「一をしたいんですが」のような要求の文を
　作る。
（3）授業の実際
　テキストやそれ以外の教材は前回と同様，毎時間必要分を配布した。これは予習を必要として
いないからであり，また前の授業の進度や学習者の理解度による教授内容の変更に対応するため
でもある。各課に要する時問は50分と考えていたが，6課以降は70分から80分必要になった。
授業の内容をごく簡単に紹介する。
　第1課から第3課までの基本文型は名詞文であり，第1課はその導入にあたる。まず学習者の
名前を確認し，学習者に授業をどのように行なうかを簡単に説明する。日本語で教えること，話
すこと・聞くことについて学習すること，またプリントの種類とその取り扱いについても簡単な
説明を加える。それから授業に入るが，1課の目標は自己紹介ができることであり，基本文型を
疑問文，否定文に変化させて名詞文の基本的な文法を理解することである。学習項目にある「教
室のことば」というのは授業中学習者に指示することばで，聞いて理解できれば良く，プリント
を読む程度にとどめる。聞き取りテストは（！）一aでも述べたように平易な聞き取り問題を8題と
日本語の学習歴や授業に対する要望を問うアンケートで構成した。
　第2課の「これは辞書です。」のような文を実際に生活場面で使う機会は少ないので，学習者の
発話が出やすいように所有を示す文「これはわたしの本です。」，「このペンは田中さんのです。」
に変形して練習する。この段階で曜日を使って名詞文の過去の形「きのうは火曜日でした。」を導
入しておく。
　第3課では滞在中学習者がよく利用すると考えらえる「郵便局」をテキストの題材にし，学習
項黛の使用場面を具体的に提示した。
　ここまで名詞文にあえて3時間を費やした理由として，学習者が文型や文法を容易に理解しリ
ラックスして学習に臨むことができ，導入に適していることがあげられる。またもう一つはこの
間に，物の名前，場所の名前，数字，曜日などの語彙を増やすためでもある。
　第4課からは自動詞を導入する。この課の目標は自分の行動が言えるようになることであり，
自動詞「ます形」の現在形の肯定，過去形の肯定を重点的に取りあげた。動詞の変化については，
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授業ではひととおり触れる程度で，動詞の変化表を宿題とした。時間と時の表現「けさ，ゆうべ，
……vを導入してから過去形に入る。
　第5課で導入する「行きます，来ます」は話し手の視点により表現が変わり，難しい動詞であ
る。学習者が話す場合自分のことを表現できればよく，実際使うのはヂ行きます」のほうで，「来
ます」は「いつ日本へ来ましたか」のように質問される場合が多い。「行きます」を中心に授業を
行ない，「ます形」の使い方に慣れること，そして学習者が混乱を起こさないよう助詞を一つずつ
導入しながら，文を拡大していくことも大事な学習項目である。
　具体的な動作を話せるようになるためにも第6課ではできる限りたくさんの動詞を提示した。
絵カードで動詞の意味を理解したら，助詞を使って文の拡大に入り，最終的には会話のやり取り
ができることを目標とする。動詞が定着するまでドリルを繰り返す時間がないので，あとは学習
者の選択に任せ，プリントを見ながらでも使ってもらえればよいと考えた。動詞では「行きます」
f食べます」「見ます」「買います」「電話をかけます」などがよく使われる。
　第7課は6課で導入した他動詞を使えるように練習する。ヂあげます，もらいます」で簡単な物
のやり取りの動作を話せるようになる。学習者は滞在中，プレゼントをもらったり買ったりする
こともあるので提示しておく。飴などを入れた箱を用意し，学習者同士で物のやり取りをしてそ
れを表現してみる。そのとき「どうぞ」「ありがとう」などのことばも言わせる。
　助詞については，同じ助詞でも意味が違ったりまた数も多いので，学習老は混乱し，名詞は言
えても助詞まではなかなか正しくは言えない。黒板に語句を並べて助詞を入れる，宿題に助詞の
穴埋め問題を出すなどして練習する。
　第8課では実物を用意し，視覚に訴えながら形容詞を導入する。基本文型「小樽は寒いです。」
のような形容詞の陳述用法を中心に指導し，「小樽はどうですか。」など学習者がよく質問される
表現に慣れ，答えられるようにする。また「モンペリエはどんな町ですか。」という問に対しては
「きれいな町です。」「古い町です。」のように形容詞の修飾用法を用いて答えるのがふつうである
が，ヂきれいです。」「古いです。」と答えても，コミュニケーションに支障はない。そこで修飾用
法に関しては「どんなN（名詞）ですか」という質問の意味がわかる程度にとどめた。
　日本語文法は国文法と違い，形容詞と形容動詞をそれぞれ「い形容詞」，「な形容詞」として形
容詞の二つの種類として教える。それぞれ変化も違うので，学習者にとって覚えやすい項目では
ないが，両方を教える。
　第9課の学習項目「好きです」「わかります」に関しては理解しやすく，「好きです」は食べ物，
スポーツなどの好みを話したり，程度副詞「少し，あまり，全然」と「わかります」を組み合わ
せたりして話題にしゃすいようだ。ただ，助詞「が」が新たに出てくるため，助詞の確認をする
必要がある。学習者に助詞を使いこなせるようになることまでは要求しないものの，助詞は日本
語では重要な役割を持ち，助詞一つで文のニュアンスが変わることもある。紛らわしい表現を避
け，また学習者がヂは」と「が」を混同しないためにも「わたしは寿司が好きです。」の形で導入
する。「わたしは」は定着しているので，一つの文として言う場合の方がかえって間違えにくいか
らである。
　第10課は動詞「あります，います」よりも「右，左，上，下，中」などの名詞を使って表現す
るほうを重視する。所在文の「郵便局はどこにありますか。」，「山田さんはどこにいますか。」な
どは，第3課で学習した名詞文「郵便局はどこですか。」，ヂ山田さんはどこですか。」で言い換え
られる。ここでは学習者の負担を考え，新たな項目を覚えさせるよりも既習項目ですませるよう
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にする。授業の回数も残り少ないので既習事項を組み合わせて文を続け，どのくらいのことが言
い表せるのかを示すようにする。
　第11課の「欲しいです」については9課の「好きです」と同様であまり問題はない。Lをし
たいです」は動詞の「ます形」から「ます」をとり，「たいです」を付ければよいだけなので形と
しては特に難しくないが，使いこなせるまでにはならない。願望を表す表現を派生させて「欲し
いんですが……」，「したいんですが……」とすると要望を表す表現となることを導入し，どのよ
うな場面で使えるかを示して，短い会話の形で練習を行なう。
　最終回のスピーチは既習文型，語彙を使って自由なテーマで発表するものとし，形式は特に決
めず，学習者に任せた。一人で発表する学習者と二人で会話の形で発表する学習者がいた。学習
者はスピーチに慣れているので実施にあたっては特に問題はなく，既習文型を使って言えること
を表現していた。
　スピーチ終了後，最初の授業で行なったテストと全く同じものと授業に関するアンケートをし
て授業のしめくくりとした。アンケートには授業へのアドバイスや実際に使った日本語の表現に
ついても書いてもらった。
4．反省点一今後へ
　前立は31名で約2倍の人数だったため，クラス全体に目が行き届かなかったり，授業時間内で
充分な口頭練習を行なうこともできなかった。今回のクラスは前回の約半数なので，学習者の発
話の機会が増えたことはもちろん，学習者同士のペア・ワークも有効に活用することができたこ
とは大きな違いと言える。また授業の時間帯が前回の4駆動から！講目と早められたのも違いで
あるが，学習上絵に効果があったとは言えない。ただ今回一日に2コマの授業を行なうことがあ
り，午後の2コマ目は学習者の集中力がなくなり学習意欲が見受けられなかったので，新しい学
習項目の導入がためらわれた。そのような状況の場合，ゲームなどを利用し，復習を中心とした
授業をして，新しい学習項目には進まない方がよいと考える。
　日本語の授業時間だけでは学習項目の提示が精一杯で学習者がその表現を完全に自分のものに
するまで待っていられない。授業全体の目標であった「基本文型を使ってごく簡単な日本語を話
したり聞いたりすることができる。自分の行動が欝える。」ということに関しては授業内ではある
程度達成できたと思う。もちろん発音や助詞のまちがいがあったり，応答に時間がかかるなどの
問題は避けられない。コミュニケーションという点でも生活場面で日本語を使用していたことが
アンケートにより確認できた。
　話すこと，聞くことに関してさらに付け加えると，学習項磨を定着させるためにも学習者に紹
本語を話す時間をより多く持ってほしいと考え，学＝習者自身も日本人と話したいと思っていても，
なかなか機会が少ない。またその場合も初級の日本語がどの程度のものかがわかっていて，学習
者の既習事項を知っている方が望ましいが，実際問題として難しい。
　今回，書くこと，読むことの指導は一切行なわなかったが，錘本に滞在する間に案内の焉板や
表示など文字から情報を得ることも大きいことを考えると，そこで使われている漢字を授業で取
りあげ，形で判断できるくらいまで指導した方がよかったかと思う。
　学習項目の範囲については特に問題はなく，今後はコミュニケーションの場面を想定して語彙
および表現をさらに検討する必要がある。例えば7課で扱った動詞「貸します，借ります」は，
意味は反対なのに一文字しか違わないため学習者を混乱させ，理解はしてもなかなか使えない。
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実際に使う機会もあまり無いようなので学習項目から外した方がよいと思われる。
5．おわりに
　研修も終わりに近づいた頃，学習者は小樽商科大学の茶道部の学生に茶会に招かれ茶道に触れ
る機会があった。抹茶と和菓子は，正直なところ，あまり好きにはなれなかったらしいが，その
空間が何か日常とは違ったものであることは感じとったらしく，盛んに茶会について質問してい
た。この経験はきっと，ことばよりも長く記憶にとどまるだろう。
　短期滞在者への日本語教育ということでは，学習者に日本にいる間少しでも基本的な文型を覚
え，実際にたくさんの日本語に触れてほしいという思いと，自分の感覚で「日本」を体験できる
機会を生かし，いろいろなことに興味を持って，何かを記憶に残して帰ってほしいという思いと
があった。今回この日本語のコースを終えて，日本語が旧本」語であることの一端でも伝えら
れるような，そんな授業ができないだろうかと考えた。それは簡単なことではないかもしれない
が，すぐに忘れられてしまう日本語より，もっと後々まで残るなにかを伝える手助けになるので
はないか。
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